「ＩＣＴを活用した診療支援技術研究開発プロジェクト」

「知財の管理・運営に関する提案」作成のポイント
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



（様式例）
「ＩＣＴを活用した診療支援技術研究開発プロジェクト」の「知財の管理・運営に関する提案」
平成○○年○○月○○日
提案者名：○○○○○株式会社
○○○○○○○大学
○○○技術研究組合
１．AMEDの知財ポリシーおよび知的財産の取扱を了承した場合「□」を「■」と記載してください。
　□　AMEDの知財ポリシーおよび知的財産の取扱を了承しました。
２．方針（プロジェクトにおいて、知財面で特に重視する考え・事項・スケジュール等）
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



３．提案時に大枠合意できた内容と、今後の協議予定の内容


平成２７年度未来医療を実現する医療機器・システム研究開発事業

「ＩＣＴを活用した診療支援技術研究開発プロジェクト」

知的財産等の取扱に関する基本的考え方
· 「ＩＣＴを活用した診療支援技術研究開発プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」とする）においては、参加者間のシナジー効果の発揮等による本プロジェクトの目的（研究開発の成功と成果の事業化による国益の実現）達成を確実にするため、知的財産について適切な管理を行う。
· 具体的には、本プロジェクトで発生する知的財産権が、原則として参加者に帰属することを前提に、以下のような問題を防止する観点から、参加者は適切な措置を講ずる。
1. 参加者の所有する知的財産権（フォアグラウンド、バックグラウンド）が、本プロジェクトの目的を達成する上での障害になること。
2. 参加者AとBの協力（AからBへの知的財産権の実施許諾や材料提供等）による事業化を想定していたところ、Aから本プロジェクトに参加していないX（Bの競合相手等）に対して、より有利な条件で実施許諾や材料提供がなされてしまい、本プロジェクトの目的が達せられなくなること。
3. AからBへの知的財産権の実施許諾や材料提供等が何らかの事情（例：AのXによる買収、Aの本事業からの脱退、等）で滞り、本プロジェクトの目的が達せられなくなること。
4. 大学等と企業の共有特許に係る不実施補償等を巡る協議が難航し、産学連携や事業化に支障が生じること。
· 参加者は、これらの問題を防止するために必要な措置を、事業推進体制内の規約等の形で具体化し、適切な管理を実現する。
以上
「知財の管理・運営に関する提案」に関する補足事項
	Ｑ．
	「知財の管理・運営に関する提案」は、単独提案の場合は提出する必要がありますか？

	Ａ．
	単独提案の場合でも「知財の管理・運営に関する提案」の提出が必要となります。

	Ｑ．
	共同提案の場合はどうすれば良いよいですか？

	Ａ．
	「知財の管理・運営に関する提案」も連名で提案してください。あくまで提案者間で合意した内容に基づき知財提案が作成されている必要があり、各者が個別に提案したものを集約しただけのものは望ましくありません。

	Ｑ．
	知財で特に重視している考えはないが「特になし」でいいのですか？

	Ａ．
	作成のポイントに記載されているように、「知財の管理・運営に関する提案」では、特許出願の出願方針等だけを求めているわけではなく、例えば、ノウハウや技術情報の提供のための秘密保持や情報管理等も含みます。例えば、他の参加者との情報のやり取り等が一切無いようなプロジェクト体制であれば、その旨を記載してください。

	Ｑ．
	共同提案者が多く、合意に時間がかかりそうです。どうすればよいですか？

	Ａ．
	提案段階では、詳細な内容を求めているわけではありません。その時点で合意済みの事項と未合意の事項とを別に記載するなどして、大枠合意の状態で構いませんので、提案時に提出してください。

	Ｑ．
	「知財の管理・運営に関する提案」と「知財合意書」との関係はどのようになっているのですか？

	Ａ．
	「知財の管理・運営に関する提案」は、プロジェクト公募時に提案者に対してプロジェクトにおける知財に関する考えの提案を求めるものです。他方、「知財合意書」は、採択決定後、契約締結までに（又は契約締結後速やかに、遅くとも平成２７年度以内に）参加者間で協議・合意する、プロジェクトの知財に関する具体的な取決めです。
「知財の管理・運営に関する提案」は、応募時の単独・共同提案者として考えるプロジェクトの知財に関する方針や考え方であって、「知財合意書」を作成する際の基になると考えております。
もっとも、公募への提案後に参加者間での検討の深化等により変更が必要な部分等も生じる場合も考えられますので、「知財の管理・運営に関する提案」に記載された事項全てが必ずしも「知財合意書」に反映されていなければならないわけではありません。
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１．知財提案や知財合意書の作成を求める趣旨


　プロジェクトには多数の参加者がおり、プロジェクトの円滑な推進のためには、共同でプロジェクトを行うための認識をプロジェクト参加者（以下「参加者」という。）間で共有することが重要です。そのため、少なくともプロジェクトの出口戦略に向け、プロジェクト体制、実施内容等を参加者間で共有・想定しつつ、最適な知財戦略やルールを設定することが必要です。


　特に、データ等の技術情報やノウハウを含む知財は、参加者にとって非常に重要な財産です。例えば、各参加者にとって、秘密保持や情報管理に関する合意とそれに基づくルール等がなければ、重要な情報又は試料等を他の参加者に開示することが困難であり、プロジェクトの本来の目的を果たせない場合もあります。また、成果として生まれた特許等の知的財産権の帰属先や、その争いが生じた場合の調整役は誰か等についての合意やそれに基づくルール等がなければ、それが良い成果であればあるほど関係者間に利害関係が生じ、プロジェクトの進行に影響を与えるおそれがあります。


したがって、プロジェクト進行への影響を予防、かつ、プロジェクトの進行を推進するために、


①プロジェクトの公募の段階から知財提案を求め、参加者間の知財に関する意識の向上を図る


②採択決定後、契約締結までに（又は契約締結後速やかに、遅くとも平成２７年以内に）参加者間の合意結果としての知財合意書の整備と、参加者間の取りまとめ機能としての知財運営委員会機能を整備する


の両方を参加者の方々に求めます。


以上の趣旨を御理解いただいた上で、知財提案や知財合意書の作成を進め、AMEDに提出してくださいますようお願いいたします。


２．知財提案の様式について


次ページの様式を参考にして作成をお願いいたします。





３．AMEDの知財ポリシーについて


（１）AMEDの知財ポリシーに関しては，AMEDホームページをご覧ください。


http://www.amed.go.jp/chitekizaisan/


（２）AMED委託事業における知的財産の取扱については


http://www.amed.go.jp/chitekizaisan/toriatsukai.html


および，発明等の報告ガイドライン


http://www.amed.go.jp/content/files/jp/chizai/hatsumei_houkoku_guideline.pdf


をご覧ください。


（３）知財ポリシーまたは知的財産の取扱に関するお問い合わせは，下記AMED知的財産部にお尋ねください。


Tel:  03-6870-2212


平日　10時～12時/13時～17時（祝祭日、年末年始を除く） 


Email: 　medicalip"アット"amed.go.jp


“アット”の部分を@に変えてください。





共同提案の場合は本書面も連名でご提案下さい。








（１）提案時点においては、プロジェクトにて行う技術開発の場面を具体的に想定しつつ、その進捗を円滑にすべく、プロジェクトの知財面で特に重視する事項（例：情報管理、秘密保持、先行技術調査、参加者間ライセンス）について、御記入ください。


（２）重視する事項以外の知財に関するルールについて、その詳細を提案時に決めることは一般的には難しいと考えます。そのため、採択決定後に向けた「知財の取扱いに関する合意書」や「知財運営委員会」の機能の整備に向けて、現段階で想定するスケジュ－ル等を御記入ください。





１．（１）にて重視する事項を優先しつつ、提案時点において連名提案者間で合意済みのあるいは大枠合意できているものや、現時点で未合意であり、契約締結時やその後１年の間に協議する事項等について、例えば下記のような例を参考に記載してください（例えば、下記のうち、既に大枠の合意がなされているものにチェックを入れるなどでも構いません）。


□秘密事項の取り決め，秘密漏洩防止、技術情報流出防止手段


□共有特許の権利持ち分比率・決定方法


□特許権等の帰属・決定方法


□特許権等の帰属や持ち分の決定を円滑に行う具体的な実施手段、実施タイミング


（出願前に連名提案者間での会議によって決定する、等の手段・タイミング）


□共有特許の実施


□参加者・非参加者への知財実施許諾可否


□発明・発表のフロー等情報管理


□事業者の脱退時／新規参加事業者の取扱い


□参加者間実施許諾の内容　（□成果の特許権・情報・ノウハウ等、□開始前から各者が�有する特許権・情報・ノウハウ等）


□試料・サンプルの提供


□ライセンス料の考え方


□出願等費用の負担方法　（AMEDの直接費用には計上できません）


　　□プロジェクト終了後の取扱い








